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2021年2023年

販促カレンダー＜1 月＞　睦月

元
旦
、
四
方
拝
、
歳
旦
祭

十
日
戎
、
東
京 

金
刀
比
羅
宮
初
こ
ん
ぴ
ら
祭

七
草
粥
、
福
岡 

太
宰
府
天
満
宮
鷽
替
え
・
鬼
す
べ

東
京 

初
水
天
宮
、
官
公
庁
御
用
始
め
、
取
引
所
大
発
会

小
寒
、
キ
リ
ス
ト
教
公
現
祭

初
薬
師
、
東
京 

鳥
越
神
社
と
ん
ど
焼
き

初
大
師

大
寒

初
不
動
、
奈
良 

若
草
山
焼
き

晦
日
正
月

初
天
神

文
化
財
防
災
火
デ
ー

神
奈
川 

小
田
原
道
了
尊
大
祭

東
京 

巣
鴨
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
大
祭

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

神
奈
川 

大
磯
の
左
義
長

初
観
音

薮
入
り
、
初
閻
魔

群
馬 

前
橋
初
市
ま
つ
り
、　
成
人
の
日

小
正
月
、
左
義
長

長
野 

新
野
の
雪
祭(

〜
15
日)

元
始
祭
、
福
岡 

筥
崎
宮
玉
せ
せ
り

静
岡 

浜
松
寺
野
ひ
よ
ん
ど
り

初
夢
、
皇
室
一
般
参
賀
、
箱
根
駅
伝(
〜
３
日)
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鏡
開
き

2023年

1月号

調
査
概
要

【
対
象
】
2
0
歳
〜
9
9
歳
の
男

女
で
5
年
以
内
に
親
族
ま
た
は
友

人
・
知
人
が
亡
く
な
っ
た
経
験
が

あ
る
方
（
参
列
し
た
方
）
3
0
0

名
　（
参
列
し
な
か
っ
た
方
）

1
0
0
名
　【
エ
リ
ア
】
1
都
3

県
（
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
）

　
株
式
会
社
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ー
ト

の
大
野
屋
（
東
京
都
）
は
、「
弔
い

不
足
」
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
変
化
で
喪
主
や
参
列
で
き
な

か
っ
た
人
か
ら
、「
心
残
り
や
後
悔

を
感
じ
る
」
と
い
う
声
が
広
が
っ

て
お
り
、そ
の
現
象
が「
弔
い
不
足
」

と
し
て
昨
今
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
こ
の
「
弔
い
不
足
」
を
葬
儀

業
界
が
抱
え
る
新
た
な
問
題
で
あ

る
と
捉
え
、
最
新
の
状
況
を
調
べ

る
た
め
に
葬
儀
経
験
者
3
0
0

名
・
非
参
列
者
1
0
0
名
の
計

4
0
0
名
を
対
象
に
実
態
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
非
参
列
者
1
0
0
名
に
、
参
列

で
き
な
か
っ
た
理
由
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
自
粛
し

た
／
4
4
%
」「
遠
方
の
た
め
／

2
0
％
」「
家
族
葬
の
た
め
遠
慮
し

た
／
2
0
%
」
が
上
位
に
。
近
年

の
家
族
葬
の
増
加
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
、
大

き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
「
参
加
で

き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
悔
や
む
気

持
ち
」
の
有
無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

半
数
の
5
3
%
が
「
あ
る
」
と
回

答
し
て
お
り
「
弔
い
不
足
」
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
全
回
答
者
4
0
0
名
に
「
後
悔

や
心
残
り
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ

る
」
は
2
9
.
3
%
。
特
に
、
３
年

以
内
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
3
6
.
1
%

と
高
い
結
果
に
。
喪
主
・
喪
主
の

家
族
で
は
3
0
.
6
%
が
「
あ
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
葬
儀
を
行
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
で
も
後
悔

や
心
残
り
は
持
っ
た
ま
ま
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
加
え
て

「
非
参
列
者
」
は
3
8
%
と
喪
主
・

喪
主
の
家
族
よ
り
も
高
く
な
り
、

実
際
に
葬
儀
に
行
け
な
か
っ
た
方

の
弔
う
気
持
ち
を
ど
う
す
る
か
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。

ま
た
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
方
の

う
ち
、
4
5
.
3
％
が
「
も
う
一
度

お
別
れ
す
る
機
会
が
欲
し
い
」
と

回
答
。
特
に
、
非
参
列
者
は

5
5
.
2
％
が
望
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か

ら
、
参
列
で
き
な
か
っ
た
方
に
も
、

供
養
の
機
会
や
「
弔
い
不
足
」
を

解
消
で
き
る
方
法
と
し
て
、
後
日

ご
自
宅
へ
弔
問
に
伺
う
方
法
や
、

お
別
れ
会
の
開
催
、
回
忌
法
要
に

生
前
ご
縁
の
あ
っ
た
方
を
招
待
す

る
等
の
情
報
提
供
が
必
要
と
言
え

ま
す
。

「弔い不足」の実態を調査
後悔・心残りを感じるのは非参列者が5割、
喪主・参列者でも3割が弔い不足に

2
0
2
2
年
1
1
月
1
6
日

P
R 

T
I
M
E
S

(

メ
モ
リ
ア
ル
ア
ー
ト
の
大
野
屋)

ドイツの技術者カール・
ベンツが世界初のガソ
リン自動車を発明。特許
登録証が交付される。

長電話防止のための実
施だった。当時は3分10
円であったが、2014年4
月からは57．5秒10円
に。

東京の主婦・山下紀子さ
んが男2人、女3人の五
つ子を出産。五つ子が生
まれる確率は約4,000
万回の出産に1例。

１日（1963年）

初の国産アニメ。平均視
聴率30%を超える人気
を博し、世界各地でも放
映された。

『鉄腕アトム』の
テレビ放映が開始

2日（1966年）

国産初の本格SF怪奇ド
ラマ。ほとんどの放送回
で視聴率30％台に乗る
大人気番組となる。

『ウルトラQ』
放送開始

3日（1951年）

ラジオの特別番組とし
て放送開始。テレビ放送
が始まったのは、1953
年の第4回から。

第 1回NHK
『紅白歌合戦』放送

4日（1953年）

NHKがラジオで初のマ
ラソン（箱根駅伝）実況
中継を行う。ラジオカー
2台を走らせていた。

初の
マラソン実況

7日（1950年）

聖徳太子の肖像画が描
かれた新千円札が発行。
この時期の千円・五千
円・一万円札の絵柄はす
べて聖徳太子だった。 

新千円札が
発行される

8日（1985年）

鹿児島宇宙観測所か
らハレー彗星探査機
「さきがけ」が打ち上
げられる。国産初の人
工惑星。

国産初の人工惑星
打ち上げ

9日（1867年）

15歳で践祚。現在は天
皇が変わると元号が変
わるが、その制度は明治
につくられたため元号
はすぐ変わっていない。

明治天皇即位
10日（1900年）

教育家で社会事業家で
ある野口幽香が、東京・
麹町に日本初の託児所
「二葉幼稚園」を開設。

日本初の
委児所が開設

13日（1946年）

日曜・祝日、１人１箱限定
で７円(一般のものは４
円)で販売。東京・有楽町
の売店では1,000箱が
１時間で売り切れた。

高級たばこ
「ピース」発売

日本初のスキー
が行われる

14日（1974年）

前年に南極に置き去り
にされた南極観測隊の
樺太犬「タロ」と「ジロ」
の生存が確認された。

南極でタロと
ジロを発見

15日（1966年）

福島県いわき市の大型
レジャー施設。現在の
「スパリゾートハワイア
ンズ」。

常磐ハワイアン
センター開業

16日（1920年）

飲料用アルコールの製
造・販売が禁止される。
諸問題発生により、
1933年12月には廃止
された。

アメリカで
「禁酒法」が実施

19日（1946年）

NHKのラジオで始まる。
第１回の応募者は900
人で予選通過者は30人
という高い競争率であ
った。

『のど自慢素人
音楽会』放送開始

20日（2009年）

アメリカの第44代大統
領としてバラク・オバマ
が就任。アメリカ史上初
の黒人の大統領。

オバマが
大統領に就任

21日（1866年）

薩摩藩と長州藩の間で
薩長同盟が結ばれる。坂
本龍馬らの斡旋による
政治的、軍事的同盟。

薩長同盟が
締結

22日（1982年）

全国学校栄養士協議会
が全国の小中学校でこ
の日の給食のメニュー
をカレーにすることを
決めた。

給食のメニューは
カレーライス

25日（1924年）

フランスのシャモニー
で第1回冬季オリンピッ
クが開催。16カ国293
人の選手が参加した。

第 1回冬季五輪が
開催される

26日（1959年）

東京都が日比谷と丸の
内に日本初の路上駐車
場を設け、パーキング
メーターを1,283台設
置する。

初のパーキング
メーター設置

5日（1956年）

アメリカの女優グレー
ス・ケリーがモナコのレ
ーニエ大公と婚約。現代
版シンデレラと話題に。

グレース・ケリー
が婚約発表

6日（1879年）

東京・上野の風月堂が
東京日日新聞にて日本
初のケーキの宣伝を
行った。

日本初の
ケーキの宣伝

11日（1972年）

「ベンガル人の国」とい
う意味。世界で7番目に
人口が多い国であり、都
市国家を除くと世界で
最も人口密度が高い。

東パキスタンが
バングラデシュに改称

12日（1911年）

オーストラリアの陸軍少
佐が、新潟県で兵士たち
にスキーの指導を行う。
我が国初のスキーに。

17日（1929年）

アメリカの漫画、『シンブ
ル・シアター』で登場し
た水兵のキャラクター。
当初は脇役だったが後
に主役になった。

ポパイが初登場
18日（1924年）

東京都が経営する公営
バス。元は関東大震災に
より大打撃を受けた東
京市電の代替輸送機関
としての運行であった。

都バス運行開始

23日（1949年）

第24回衆議院議員総選
挙は、日本国憲法下にお
ける最初の総選挙。民主
自由党が大勝した。

憲法施行後
初の総選挙

24日（1984年）

正式名称『Macintosh』。
アメリカのアップル社が
発売。売れ行きは好調
で、1984年5月3日まで
に72,000台に達した。

Mac 発売

29日（1886年）
世界初の
ガソリン自動車

30日（1970年）
市内 1通話
3分制が実施

31日（1978年）
日本初の
五つ子誕生

27日（1870年）

明治政府が太政官布告
第57号の「商船規則」に
より、日の丸の旗を国旗
と制定した。

日の丸の旗が
国旗に制定

28日（1871年）

横浜で日本最初の日刊
新聞「横浜毎日新聞」が
創刊される。船来用紙に
1枚刷りで印刷。

日本初の
日刊新聞創刊

1月（睦月・January）

マスコミ通信　mass communication report



(2)  

弔
事
用
の
ネ
ク
タ
イ

と
結
び
の
ポ
イ
ン
ト

 

　
葬
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
色
や
デ
ザ

イ
ン
は
「
黒
無
地
」。
黒
の
色
味
は

故
人
へ
の
想
い
の
濃
さ
と
い
わ
れ
、

濃
け
れ
ば
濃
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
光
沢
の
あ
る
素
材
や
、

ス
ト
ラ
イ
プ
な
ど
デ
ザ
イ
ン
が

入
っ
た
も
の
は
N
G
で
す
が
、
無
地

に
近
い
織
柄
ま
で
な
ら
許
容
範
囲

で
す
。
ま
た
、
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
を
つ

け
る
の
は
控
え
、
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
や

ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
な
ど
も
外
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 　
葬
儀
の
際
は
、
ネ
ク
タ
イ
の
結

び
目
に
デ
ィ
ン
プ
ル
（
く
ぼ
み
）
を

作
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
デ
ィ
ン
プ

ル
を
つ
け
る
の
は
、
ネ
ク
タ
イ
に
立

体
感
を
出
し
華
や
か
に
み
せ
る
と

い
う
意
味
が
あ
る
た
め
、
葬
儀
の

場
に
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
ク
タ
イ
の
結
び
方
は
、
特
に
決

ま
り
が
な
い
の
で
普
段
の
結
び
方

で
O
K
。
プ
レ
ー
ン
ノ
ッ
ト
や
ウ
ィ

ン
ザ
ー
ノ
ッ
ト
が
一
般
的
で
す
。

洋
服
の
青
山
H
P
よ
り

　
ロ
ッ
カ
ー
式
の
納
骨
堂
を
運
営

す
る
札
幌
の
宗
教
法
人
が
破
綻
し

た
。
都
市
部
で
は
こ
の
1
0
年
で
大

型
納
骨
堂
が
次
々
に
で
き
て
い
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
僧
侶
の
鵜
飼
秀

徳
さ
ん
は
「
納
骨
堂
の
実
質
の
経
営

は
宗
教
法
人
か
ら
名
義
を
借
り
た

大
手
の
葬
儀
社
・
仏
具
販
売
な
ど
。

東
京
で
は
巨
大
ビ
ル
型
納
骨
堂
も

多
数
で
き
、
外
資
系
金
融
業
も
経

営
に
参
画
し
て
い
る
。
破
綻
し
た
り

競
売
に
か
け
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、
遺

骨
回
収
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
も

あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
墓
」
や
「
納
骨
堂
」

の
経
営
は
、
永
続
性
が
担
保
で
き
る

宗
教
法
人
に
認
可
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
宗
教
法
人
で
す
ら

破
綻
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を

証
明
し
た
形
と
な
っ
た
。
多
死
社
会

や
「
墓
じ
ま
い
ブ
ー
ム
」
を
に
ら
ん

で
、
都
市
部
で
は
こ
の
1
0
年
ほ
ど

2
0
2
2
年
1
0
月
2
9
日
　
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

雪
だ
る
ま
式
に
納
骨
堂
が
破
綻
す
る
リ
ス
ク

寺
に
擦
り
寄
り
ボ
ロ
儲
け
企
む
罠 (

前
編)

で
大
型
納
骨
堂
の
建
立
が
相
次
い

で
い
る
。
だ
が
、
早
く
も
経
営
が
行

き
詰
ま
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
で

て
き
て
い
る
。
納
骨
堂
が
閉
鎖
さ
れ

れ
ば
、
支
払
っ
た
利
用
料
金
が
戻
っ

て
こ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
最
悪

は
遺
骨
を
回
収
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
都
市
型
巨
大
納

骨
堂
と
い
う
リ
ス
ク
を
解
説
す
る
。

　
経
営
破
綻
し
た
の
は
、
札
幌
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
元
町
（
東
区
）
に
あ

る
室
内
型
納
骨
堂
「
御
霊
堂
元
町
」。

運
営
主
体
は
「
宗
教
法
人
白
鳳
寺
」

だ
。
同
法
人
に
よ
れ
ば
「
赤
字
経
営

を
続
け
た
結
果
、
資
金
不
足
に
陥
っ

て
い
た
」
と
い
う
。
2
0
2
1
年

1
1
月
に
は
借
金
の
返
済
が
で
き
な

く
な
り
、
納
骨
堂
が
競
売
に
か
け
ら

れ
、
不
動
産
会
社
が
落
札
し
た
。
差

し
押
さ
え
の
後
も
、
白
鳳
寺
の
代
表

は
納
骨
堂
を
売
り
続
け
て
い
た
と
い

う
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
詐
欺

ま
が
い
の
行
為
で
あ
り
、
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
1
0
月
下
旬
に

報
じ
ら
れ
る
と
、
利
用
者
は
永
代
供

養
料
な
ど
の
返
金
や
遺
骨
の
返
還

を
求
め
て
押
し
寄
せ
る
騒
ぎ
に
な
っ

た
。
現
在
で
も
、
混
乱
は
収
ま
っ
て

お
ら
ず
、
不
動
産
会
社
側
は
引
き

渡
し
期
限
を
1
カ
月
延
長
。
1
1
月

2
1
日
ま
で
に
、
明
け
渡
し
を
求
め

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
、

す
べ
て
の
遺
骨
の
返
還
は
で
き
る
は

ず
も
な
い
。
海
外
や
遠
方
に
居
住
す

る
人
や
、
施
設
に
入
居
し
て
い
る
人

は
取
り
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
送
り
届
け
ら
れ
て
も
困
惑
す
る

だ
け
だ
。
な
か
に
は
「
わ
ざ
と
」
遺

骨
を
取
り
に
い
か
な
い
人
も
い
る
は

ず
だ
。
墓
地
埋
葬
法
上
は
遺
骨
を

受
け
取
れ
ば
、
自
宅
に
安
置
す
る

か
、
改
め
て
墓
地
や
納
骨
堂
を
契

約
す
る
し
か
な
い
。
新
た
に
数
1
0

万
円
か
ら
1
0
0
万
円
以
上
の
コ
ス

ト
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
海
洋
散

骨
す
る
場
合
も
、
結
局
は
コ
ス
ト
が

か
か
る
。

　
同
納
骨
堂
で
は
、
6
億
8
0
0
0

万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
年
間

8
0
0
万
円
近
く
の
管
理
費
収
入

が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
契
約
数

に
伴
っ
て
、
葬
儀
や
法
事
の
布
施
な

ど
が
入
っ
て
き
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
7
7
3
軒
の
檀
家
か
ら
想
定
さ

れ
る
布
施
の
年
額
は
1
0
0
0
万
円

以
上
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

宗
教
法
人
代
表
が
釈
明
す
る
に
は

「
開
業
し
て
ず
っ
と
赤
字
だ
っ
た
」

と
い
う
。
納
骨
堂
の
元
の
建
物
は
専

門
学
校
を
利
用
し
て
、
納
骨
堂
に

し
て
い
る
。
建
物
の
改
修
費
や
納
骨

壇
の
設
置
費
用
な
ど
の
初
期
投
資

は
あ
っ
た
に
せ
よ
、一
か
ら
土
地
を

取
得
し
て
納
骨
堂
の
ビ
ル
を
新
築

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
納
骨
堂
経
営

が
赤
字
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
ど

う
い
う
収
支
で
あ
っ
た
の
か
、
役
員

報
酬
な
ど
を
含
め
て
、
き
ち
ん
と
開

示
す
べ
き
だ
。

(

２
月
号
へ)
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葬
儀
を
終
え
た
後
の
遺
影
は

仏
間
や
か
も
い
に
飾
る
も
の
。
そ

ん
な
「
常
識
」
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
自
宅
に
仏
間
や
大
き
な
遺

影
を
飾
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
な
ど

の
理
由
で
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
に
し

た
り
デ
ー
タ
化
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
保
存
し
た
り
す
る
人

も
。
最
近
の
遺
影
事
情
を
紹
介

す
る
。

住
宅
事
情
＆
葬
儀
小
規
模
化
も

小
さ
な
遺
影
が
増
え
る
理
由
に

　
安
芸
葬
祭
（
広
島
市
）の
河

内
社
長
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
遺
影
を
は
が
き
大
に
し
た

り
、
作
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
は
葬
儀
全
体
の
4
割
に
上
る

と
い
う
。
残
さ
れ
た
家
族
が
選

ぶ
写
真
も
自
然
な
表
情
の
も
の

が
多
く
、
遺
影
用
に
和
服
へ
の

着
せ
替
え
加
工
な
ど
を
す
る
こ

と
は
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
葬
儀
社
向
け
遺
影
写
真
作
成

の
ア
ス
カ
ネ
ッ
ト（
広
島
市
）は
、

飾
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
た

2
種
類
の
遺
影
を
扱
う
。
近
年

多
い
の
が
、二
つ
折
り
に
し
て
本

棚
な
ど
に
し
ま
え
る
遺
影
。
法
事

の
時
な
ど
は
開
い
て
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
社
に
よ
る
と
、
北

欧
風
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
家
庭
に
取

り
入
れ
る
人
が
増
え
た
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
で
家
の
か
も
い
が
な
く

な
っ
た
り
で
、
遺
影
を
飾
り
に
く

い
住
環
境
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
願
寺

広
島
別
院
（
広
島
市
）の
榮
　
俊

英
輪
番
は
「
遺
影
は
仏
教
の
儀
式

に
お
い
て
は
必
須
の
も
の
で
は
な

く
、
本
来
、
飾
っ
て
も
飾
ら
な
く

て
も
い
い
も
の
で
、
家
族
が
自
由

に
決
め
て
い
い
」
と
説
明
す
る
。

た
だ
、
遺
影
は
亡
く
な
っ
た
人
の

生
前
の
様
子
を
鮮
や
か
に
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
、

生
き
て
い
く
上
で
の
支
え
に
な
る

で
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

飾
る
風
習
は
太
平
洋
戦
争
後
か
ら

　
遺
影
研
究
に
取
り
組
む
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
（
千
葉
県
）の
山

田
慎
也
教
授
（
民
俗
学
）
に
よ
る

と
、一
般
家
庭
で
遺
影
を
葬
儀
に

用
い
た
り
、
家
に
飾
っ
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
太
平
洋
戦
争

ゴ
ル
フ
好
き
な
方
に
、

あ
の
世
で
も
プ
レ
ー
を
。

　　
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

シ
ョ
ッ
プ
『
M
o
t
a
k
e
』
が
、

『
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
２
』
を

発
売
。
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
な
大

切
な
方
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
お

名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た

木
製
オ
ブ
ジ
ェ
を
製
作
。
大
切

な
人
に 「
持
っ
て
行
く
」、も
ら
っ

た
人
は 「
あ
の
世
」
に
も
一
緒
に

持
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

　
　
　
あ
の
世
で
も
プ
レ
ー
が
で
き

る
様
に
、
木
製
品
作
り
の
熟
練

の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
、
堀

木
工
所
が
木
を
選
定
し
、
作
成

し
た
商
品
で
す
。
丈
夫
で
重
硬

な
ハ
ー
ド
メ
ー
プ
ル
を
使
用
し

天
然
の
無
垢
材
か
ら
削
り
出
し

加
工
の
み
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

【
東
照
公
の
ご
遺
訓
】

 

忍
耐
の
中
か
ら
様
々
な
「
気

づ
き
」
を
得
た
徳
川
家
康
に

学
び
ま
す
。

❶
不
自
由
を
常
と
思
え

ば
不
足
な
し

　現
代
訳
／
不
自
由
な
生
活
が

当
た
り
前
で
あ
れ
ば
、
何
も
不

満
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い

　　
人
間
は
贅
沢
を
覚
え
て
し

ま
う
と
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

ど
ん
ど
ん
と
欲
が
生
ま
れ
て

き
て
し
ま
い
ま
す
。
贅
沢
を

し
す
ぎ
ず
、
あ
え
て
不
自
由

な
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
で
不

満
は
起
き
な
く
な
る
と
家
康

は
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
不
自

由
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
、

そ
の
不
自
由
さ
を
で
き
る
範

囲
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
い

う
知
恵
と
工
夫
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

変わりゆく遺影  ーはがき大・スマホ表示・二つ折り収納タイプもー

2
0
2
2
年
1
1
月
8
日 

P
R 

T
I
M
E
S

(

X
R 

p
a
d
d
l
e
株
式
会
社)

(3)  

後
か
ら
と
い
う
。「
戦
死
し
た
息

子
や
夫
を
供
養
し
た
い
」
と
考

え
た
遺
族
が
、
戦
地
に
赴
く
際

に
撮
っ
て
お
い
た
写
真
を
引
き

伸
ば
す
な
ど
し
て
一
気
に
広
ま
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　
近
年
、
遺
影
が
小
型
化
す
る

背
景
に
は
「
家
を
継
い
で
仏
壇

を
守
り
、
先
祖
を
供
養
す
る
意

識
の
低
下
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
代
人
は
『
家
』
単

位
で
な
く
『
一
個
人
』
と
し
て
ふ

る
ま
っ
て
い
る
」
と
話
す
。一
方
、

遺
影
を
飾
る
風
習
は
今
後
も
な

く
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
結
婚
で

実
家
を
離
れ
た
娘
が
個
人
的
に
、

母
親
の
写
真
を
身
近
に
飾
る
な

ど
だ
。「
亡
く
な
っ
た
人
に
会
い

た
い
と
遺
影
を
眺
め
る
姿
は
今

後
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と

山
田
教
授
は
み
る
。

2022年11月20日 中国新聞社
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

明
治
二
十
七
年 

（
一
八
九
四
年
）

昭
和
五
十
一
年 

（
一
九
七
六
年
）

寛
永
十
九
年 

（
一
六
四
二
年
）

平
成
八
年 

（
一
九
九
六
年
）

享
保
九
年 

（
一
七
二
五
年
）

昭
和
六
十
三
年 

（
一
九
八
八
年
）

大
正
十
一
年 
（
一
九
二
二
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

大
正
十
四
年 

（
一
九
二
五
年
）

大
正
四
年 

（
一
九
一
五
年
）

元
治
元
年 

（
一
八
六
四
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

平
成
十
五
年 

（
二
〇
〇
三
年
）

昭
和
三
十
二
年 

（
一
九
五
七
年
）

平
成
二
十
七
年 

（
二
〇
一
五
年
）

 

 

  

    

 
 

  

昭
和
五
十
一
年 

（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
十
二
年 

（
一
九
五
八
年
）

平
成
二
十
二
年 

（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

平
成
五
年 

（
一
九
九
三
年
）

明
治
三
十
二
年 

（
一
八
九
九
年
）

昭
和
四
十
五
年 

（
一
九
七
〇
年
）

安
永
八
年 

（
一
七
八
〇
年
）

平
成
元
年 

（
一
九
八
九
年
）

平
成
五
年 

（
一
九
九
三
年
）

平
成
九
年 

（
一
九
九
七
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

 
 

 
 

  

 

     

平
成
十
一
年 

（
一
九
九
九
年
）

昭
和
二
十
三
年 

（
一
九
四
八
年
）

昭
和
四
十
三
年 

（
一
九
六
八
年
）

平
成
十
年 

（
一
九
九
八
年
）

 

 

一

日

（
日
）

二

日

（
月
）

三

日

（
火
）

四

日

（
水
）

五

日

（
木
）

六

日

（
金
）

七

日

（
土
）

八

日

（
日
）

九

日

（
月
）

十

日

（
火
）

十
一
日
（
水
）

十
二
日
（
木
）

十
三
日
（
金
）

十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

十
六
日
（
月
）

十
七
日
（
火
）

十
八
日
（
水
）

十
九
日
（
木
）

二
十
日
（
金
）

二
十
一
日
（
土
）

二
十
三
日
（
月
）

二
十
四
日
（
火
）

二
十
五
日
（
水
）

二
十
六
日
（
木
）

二
十
七
日
（
金
）

二
十
二
日
（
日
）

二
十
九
日
（
日
）

三
十
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

三
十
一
日
（
火
） 友

引

友
引

友
引

友
引

友
引
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

明
治
二
十
七
年 

（
一
八
九
四
年
）

昭
和
五
十
一
年 

（
一
九
七
六
年
）

寛
永
十
九
年 

（
一
六
四
二
年
）

平
成
八
年 

（
一
九
九
六
年
）

享
保
九
年 

（
一
七
二
五
年
）

昭
和
六
十
三
年 

（
一
九
八
八
年
）

大
正
十
一
年 

（
一
九
二
二
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

大
正
十
四
年 

（
一
九
二
五
年
）

大
正
四
年 

（
一
九
一
五
年
）

元
治
元
年 

（
一
八
六
四
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

平
成
十
五
年 

（
二
〇
〇
三
年
）

昭
和
三
十
二
年 

（
一
九
五
七
年
）

平
成
二
十
七
年 

（
二
〇
一
五
年
）

 

 

  

    

 
 

  

昭
和
五
十
一
年 

（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
十
二
年 

（
一
九
五
八
年
）

平
成
二
十
二
年 

（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

平
成
五
年 

（
一
九
九
三
年
）

明
治
三
十
二
年 

（
一
八
九
九
年
）

昭
和
四
十
五
年 

（
一
九
七
〇
年
）

安
永
八
年 

（
一
七
八
〇
年
）

平
成
元
年 

（
一
九
八
九
年
）

平
成
五
年 

（
一
九
九
三
年
）

平
成
九
年 

（
一
九
九
七
年
）

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
年
）

 
 

 
 

  

 

     

平
成
十
一
年 

（
一
九
九
九
年
）

昭
和
二
十
三
年 

（
一
九
四
八
年
）

昭
和
四
十
三
年 

（
一
九
六
八
年
）

平
成
十
年 

（
一
九
九
八
年
）

 

 
一

日

（
日
）

二

日

（
月
）

三

日

（
火
）

四

日

（
水
）

五

日

（
木
）

六

日

（
金
）

七

日

（
土
）

八

日

（
日
）

九

日

（
月
）

十

日

（
火
）

十
一
日
（
水
）

十
二
日
（
木
）

十
三
日
（
金
）

十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

十
六
日
（
月
）

十
七
日
（
火
）

十
八
日
（
水
）

十
九
日
（
木
）

二
十
日
（
金
）

二
十
一
日
（
土
）

二
十
三
日
（
月
）

二
十
四
日
（
火
）

二
十
五
日
（
水
）

二
十
六
日
（
木
）

二
十
七
日
（
金
）

二
十
二
日
（
日
）

二
十
九
日
（
日
）

三
十
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

三
十
一
日
（
火
） 友

引

友
引

友
引

友
引

友
引
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(6)  (6)  

2
0
2
2
年
1
1
月
1
5
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
ブ
ル
ー
ム
リ
ュ
ク
ス
）

白
装
束
に
替
わ
る

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

2
0
2
2
年
1
1
月
1
9
日
　
ね
と
ら
ぼ

　
補
正
下
着
・
ラ
ン
ジ
ェ

リ
ー
を
販
売
す
る
株
式
会
社

ブ
ル
ー
ム
リ
ュ
ク
ス(

東
京

都)

は
、
葬
儀
の
際
に
故
人

が
着
用
す
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド『
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
』

を
販
売
開
始
致
し
ま
し
た
。

　
終
活
の
一
環
と
し
て
、「
お

葬
式
も
よ
り
自
分
ら
し
い
姿

で
見
送
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
葬
儀
の
詳
細
を
予
め
決

め
て
お
く
方
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

白
装
束
で
は
な
い
も
の
や
、

好
き
だ
っ
た
お
洋
服
を
選
ば

れ
る
方
も
年
々
増
え
て
い
ま

す
。一
方
で
、
残
さ
れ
た
ご

家
族
が
、
闘
病
や
寝
た
き
り

が
長
か
っ
た
故
人
様
を
、
最

期
は
美
し
い
姿
で
お
見
送
り

し
て
あ
げ
た
い
、
と
い
う
需

要
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ド
レ
ス
の

販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
き
っ

か
け
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
母
親

の
葬
儀
で
の
で
き
ご
と
。
生

前
、
化
粧
品
店
を
経
営
し
て

い
た
母
親
は
、
美
容
は
も
ち

ろ
ん
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し

て
も
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と

の
事
。「
白
装
束
を
ま
と
っ
た

母
を
見
て
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。
も
っ
と
美
し
い
旅
立
ち

を
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」

と
。
ブ
ル
ー
ム
リ
ュ
ク
ス
は
、

よ
り
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
終
活
』

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
最
期
の

自
分
の
装
束
は
、
好
み
か
ら

選
べ
る
よ
う
な
文
化
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
時
の
選
択
肢
と
し

て
、
気
品
漂
う
美
し
い
姿
を

演
出
で
き
る
『
フ
ュ
ー
ネ
ラ

ル
ド
レ
ス
』
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
』
は
、
白
を
基
調
に
し
た

ド
レ
ス
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

ド
レ
ス
タ
イ
プ
は
6
種
。
ベ
ー

ス
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
に
合
わ
せ

て
、
上
着
の
レ
ー
ス
・
パ
ー
ル

の
モ
チ
ー
フ
や
シ
ョ
ー
ル
な
ど
、

ノ
ー
ブ
ル
な
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

る
部
分
の
み
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
や
さ
し
い
色
合
い
で
、
選
び

や
す
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
こ
だ

わ
り
は
、
ど
な
た
で
も
着
せ
や

す
い
設
計
に
し
た
こ
と
。
背
中

と
袖
部
分
が
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ご
家
族
で

も
簡
単
に
着
せ
付
け
が
可
能

で
す
。
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」「
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
」「
フ
リ
ー
ジ
ア
」「
ジ
ャ

ス
ミ
ン
」「
リ
リ
ー
」「
ア
ネ
モ
ネ
」

の
６
種
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。

　
一
部
自
治
体
の
市
役
所
で

無
料
配
布
さ
れ
て
い
る
「
お

く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
、

葬
儀
、
相
続
手
続
き
な
ど
の

知
識
を
満
遍
な
く
学
べ
る
と

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

P
D
F
形
式
で
ネ
ッ
ト
公
開

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

「
う
ち
の
市
に
も
あ
っ
た
」
な

ど
認
知
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
相
続
行
政
書
士
の
い
し
さ

ん
は
、
市
役
所
で
も
ら
え
る

「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
「
書
店
で
本
を
買
う
よ
り
、

こ
れ
を
手
に
入
れ
た
ほ
う
が

1
0
倍
お
ト
ク
」
と
紹
介
。

保
険
証
、
年
金
、
葬
儀
、
相

続
税
、
不
動
産
登
記
な
ど
、

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
必
要
に
な
る
情
報
を
満

遍
な
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

と
い
い
ま
す
。
こ
の
ツ
イ
ー

ト
に
は
沢
山
の
い
い
ね
が
寄

せ
ら
れ
、「
明
日
早
速
貰
い
に

行
っ
て
こ
よ
っ
と
」
と
行
動

を
計
画
す
る
人
や
、
住
ん
で

い
る
市
で
も
同
じ
よ
う
に
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い

た
と
報
告
す
る
人
の
声
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、い
し
さ
ん
が

紹
介
し
た
「
お
く
や
み
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
は
茨
城
県
龍
ケ

崎
市
の
も
の
。制
作
に
携
わ
っ

た
鎌
倉
新
書
の
公
式

T
w
i
t
t
e
r
ア
カ
ウ
ン
ト

は
、
遺
族
を
亡
く
し
た
悲
し

み
の
中
で
手
続
き
す
る
こ
と

に
配
慮
し
て
「
少
し
で
も
わ

か
り
や
す
く
手
続
き
を
進
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
作
成
し

て
お
り
ま
す
」
と
ツ
イ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
冊
子
の
配
布
が
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
市
役
所
を
訪
ね
る
前
に

確
認
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
W
e
b
上
で

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
公

開
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

例
え
ば
、
練
馬
区
で
は
3
2

ペ
ー
ジ
、
八
王
子
市
で
は

4
8
ペ
ー
ジ
と
充
実
し
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
け

で
な
く
、
専
用
窓
口
を
設
け

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
八

王
子
市
で
は「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」
で
、
遺
族
が
行
う
手

続
き
に
つ
い
て
案
内
し
て
い

ま
す
。
必
要
な
情
報
が
お
金

を
払
う
こ
と
な
く
得
ら
れ
る

の
が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

年
金
、
葬
儀
、
相
続
税
…

相
続
手
続
き
の
知
識
が
万
遍
な
く

市
役
所
で
も
ら
え
る

「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
話
題
に

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。記事内容は掲載スペースに応じて編集させていただきました。
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(7)  

花 &  お墓 ニュースあれこれ…

家
の
お
墓
で
は
な
く

「
夫
婦
だ
け
で
の
お
墓
」

が
人
気

　
株
式
会
社
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ

（
東
京
都
）
が
展
開
す
る
樹

木
葬
で
は
、
従
来
の
承
継
し

て
い
く
「
家
墓
」で
は
な
く
、

少
人
数
で
入
る
お
墓
の
需

要
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
〇
〇
家
」
と
書
か
れ
た

墓
石
が
示
す
通
り
、
従
来
の

お
墓
は
「
家
」
で
受
け
継
い

で
い
く
も
の
だ
と
い
う
考
え

が
一
般
的
で
し
た
が
、
最
近

で
は
そ
う
い
っ
た
意
識
が
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ア
ン

カ
レ
ッ
ジ
が
展
開
し
て
い
る

樹
木
葬
の
う
ち
、
京
都
の
2

庭
苑
だ
け
で
見
る
と
、
申
込

者
の
実
に
5
割
が
、
ご
夫
婦

の
み
で
の
お
墓
と
し
て
契
約

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。①
少

子
化
の
進
行
と
と
も
に
、
唯

一
の
子
供
が
他
家
へ
嫁
ぐ

ケ
ー
ス
も
増
え
、
お
墓
の
承

継
者
が
不
在
と
な
る
事
態

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
子
供
は
墓
を
継
げ

た
と
し
て
も
、
孫
の
代
を
含

め
て
考
え
た
結
果
、
先
々
で

子
供
た
ち
の
負
担
に
な
る
こ

と
を
懸
念
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。②
女
性
の
自
立

と
と
も
に
、
女
性
が
当
然
の

よ
う
に
義
実
家
の
墓
に
埋

葬
さ
れ
る
こ
と
へ
違
和
感
を

持
つ
方
も
増
え
ま
し
た
。「
夫

の
家
の
お
墓
」で
は
な
く「
夫

と
自
分
の
お
墓
」
を
望
む
声

が
ふ
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。③

三
世
代
世
帯
の
減
少
に
よ

り
、
親
世
代
と
子
世
代
を

「
別
家
族
」
と
捉
え
る
意
識

が
強
ま
り
、
親
世
代
と
は
別

の
墓
を
望
む
（
あ
る
い
は
、

親
世
代
が
子
ど
も
世
代
へ
の

配
慮
で
そ
れ
を
望
む
）
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　「
家
の
お
墓
」
に
拘
ら
な

い
お
墓
の
ス
タ
イ
ル
が
求
め

ら
れ
、
ま
た
多
く
の
人
に
受

け
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
ま

す
。

ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

ミ
ン
ネ
ル
ン
ド
（
無

名
墓
地
）

【
ノ
ル
ウ
ェ
ー
】

　
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の

西
半
分
を
占
め
る
北
欧
の

国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
家

族
墓
や
個
人
墓
の
他
に
「
ミ

ン
ネ
ル
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る

共
同
墓
地
が
出
て
き
て
い
ま

す
。「
ミ
ン
ネ
ル
ン
ド
」と
は
、

英
語
の
「
メ
モ
リ
ア
ル
グ

ロ
ー
ブ
」
や
「
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
」
に
相
当
す
る
言
葉

で
す
。
1
9
8
0
年
代
ご
ろ

か
ら
作
ら
れ
始
め
た
こ
の
墓

地
は
、
遺
骨
を
無
記
名
で
埋

葬
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

2
0
2
2
年
1
1
月
9
日 

@
P
r
e
s
s

（
株
式
会
社
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
）

世界
のお葬式

す
。
埋
葬
さ
え
も
遺
族
に
日

時
や
場
所
を
伝
え
ら
れ
な

い
ま
ま
行
わ
れ
、
後
日
ど
の

区
画
（
エ
リ
ア
）
に
埋
葬
さ

れ
た
か
だ
け
知
ら
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
墓
碑
は
存
在
せ
ず

具
体
的
に
ど
こ
に
埋
葬
さ

れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
た

め
、
あ
ま
り
お
墓
参
り
を
し

な
い
と
い
う
遺
族
も
多
い
よ

う
で
す
。
ミ
ン
ネ
ル
ン
ド
内

に
は
記
念
碑
が
設
け
ら
れ
、

植
栽
な
ど
の
管
理
は
墓
地

課
が
行
い
ま
す
が
、
故
人
の

親
戚
な
ど
が
花
や
蝋
燭
な

ど
を
置
け
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
墓
地
が

出
て
き
た
背
景
に
は
、
お
墓

の
管
理
や
整
備
を
遺
族
が

行
わ
な
く
て
も
よ
い
よ
う

に
、
と
の
考
え
方
が
影
響
し

て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
2
年
1
1
月

（
公
社)

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

日
本
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
大
賞

2
0
2
2

  　
2
0
2
2
年
1
1
月
2
6

日
〜
2
7
日
、
品
川
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ
（
東
京
都
）
に

て
、
3
年
振
り
に
開
催
さ
れ

る
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
。
プ
ロ
ア
マ
問
わ

な
い
全
国
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
集
い
、
日
本
一
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

デ
ザ
イ
ン
画
に
よ
る
一
次
審

査
を
通
過
し
た
全
６
部
門
、

約
1
0
0
点
の
作
品
を
展

示
し
、
そ
の
中
か
ら
、
最
優

秀
賞
に
贈
ら
れ
る
「
大
賞
・

内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
は

じ
め
と
す
る
５
大
臣
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

プ
ロ
か
ら
ア
マ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
。レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
や
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
店
員
、
会
社

員
、
主
婦
な
ど
、
個
性
豊
か

な
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
た

ち
が
そ
の
技
術
と
感
性
に

よ
っ
て
生
み
出
し
た
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
で
、
日
本
一

が
決
定
。

 
今
回
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
3
年
振
り
と
な
る
開
催
。

利
便
性
の
高
い
品
川
駅
近

く
の
会
場
で
、
少
数
精
鋭
の

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作

品
を
展
示
。
ま
た
、場
内
ス

テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
。

実
際
に
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
制
作
す
る
よ
う
す
も
ご
覧

い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

今年の大賞・内閣総理大臣賞
岩橋 康子 (大阪府)
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ドイツの技術者カール・
ベンツが世界初のガソ
リン自動車を発明。特許
登録証が交付される。

長電話防止のための実
施だった。当時は3分10
円であったが、2014年4
月からは57．5秒10円
に。

東京の主婦・山下紀子さ
んが男2人、女3人の五
つ子を出産。五つ子が生
まれる確率は約4,000
万回の出産に1例。

１日（1963年）

初の国産アニメ。平均視
聴率30%を超える人気
を博し、世界各地でも放
映された。

『鉄腕アトム』の
テレビ放映が開始

2日（1966年）

国産初の本格SF怪奇ド
ラマ。ほとんどの放送回
で視聴率30％台に乗る
大人気番組となる。

『ウルトラQ』
放送開始

3日（1951年）

ラジオの特別番組とし
て放送開始。テレビ放送
が始まったのは、1953
年の第4回から。

第 1回NHK
『紅白歌合戦』放送

4日（1953年）

NHKがラジオで初のマ
ラソン（箱根駅伝）実況
中継を行う。ラジオカー
2台を走らせていた。

初の
マラソン実況

7日（1950年）

聖徳太子の肖像画が描
かれた新千円札が発行。
この時期の千円・五千
円・一万円札の絵柄はす
べて聖徳太子だった。 

新千円札が
発行される

8日（1985年）

鹿児島宇宙観測所か
らハレー彗星探査機
「さきがけ」が打ち上
げられる。国産初の人
工惑星。

国産初の人工惑星
打ち上げ

9日（1867年）

15歳で践祚。現在は天
皇が変わると元号が変
わるが、その制度は明治
につくられたため元号
はすぐ変わっていない。

明治天皇即位
10日（1900年）

教育家で社会事業家で
ある野口幽香が、東京・
麹町に日本初の託児所
「二葉幼稚園」を開設。

日本初の
委児所が開設

13日（1946年）

日曜・祝日、１人１箱限定
で７円(一般のものは４
円)で販売。東京・有楽町
の売店では1,000箱が
１時間で売り切れた。

高級たばこ
「ピース」発売

日本初のスキー
が行われる

14日（1974年）

前年に南極に置き去り
にされた南極観測隊の
樺太犬「タロ」と「ジロ」
の生存が確認された。

南極でタロと
ジロを発見

15日（1966年）

福島県いわき市の大型
レジャー施設。現在の
「スパリゾートハワイア
ンズ」。

常磐ハワイアン
センター開業

16日（1920年）

飲料用アルコールの製
造・販売が禁止される。
諸問題発生により、
1933年12月には廃止
された。

アメリカで
「禁酒法」が実施

19日（1946年）

NHKのラジオで始まる。
第１回の応募者は900
人で予選通過者は30人
という高い競争率であ
った。

『のど自慢素人
音楽会』放送開始

20日（2009年）

アメリカの第44代大統
領としてバラク・オバマ
が就任。アメリカ史上初
の黒人の大統領。

オバマが
大統領に就任

21日（1866年）

薩摩藩と長州藩の間で
薩長同盟が結ばれる。坂
本龍馬らの斡旋による
政治的、軍事的同盟。

薩長同盟が
締結

22日（1982年）

全国学校栄養士協議会
が全国の小中学校でこ
の日の給食のメニュー
をカレーにすることを
決めた。

給食のメニューは
カレーライス

25日（1924年）

フランスのシャモニー
で第1回冬季オリンピッ
クが開催。16カ国293
人の選手が参加した。

第 1回冬季五輪が
開催される

26日（1959年）

東京都が日比谷と丸の
内に日本初の路上駐車
場を設け、パーキング
メーターを1,283台設
置する。

初のパーキング
メーター設置

5日（1956年）

アメリカの女優グレー
ス・ケリーがモナコのレ
ーニエ大公と婚約。現代
版シンデレラと話題に。

グレース・ケリー
が婚約発表

6日（1879年）

東京・上野の風月堂が
東京日日新聞にて日本
初のケーキの宣伝を
行った。

日本初の
ケーキの宣伝

11日（1972年）

「ベンガル人の国」とい
う意味。世界で7番目に
人口が多い国であり、都
市国家を除くと世界で
最も人口密度が高い。

東パキスタンが
バングラデシュに改称

12日（1911年）

オーストラリアの陸軍少
佐が、新潟県で兵士たち
にスキーの指導を行う。
我が国初のスキーに。

17日（1929年）

アメリカの漫画、『シンブ
ル・シアター』で登場し
た水兵のキャラクター。
当初は脇役だったが後
に主役になった。

ポパイが初登場
18日（1924年）

東京都が経営する公営
バス。元は関東大震災に
より大打撃を受けた東
京市電の代替輸送機関
としての運行であった。

都バス運行開始

23日（1949年）

第24回衆議院議員総選
挙は、日本国憲法下にお
ける最初の総選挙。民主
自由党が大勝した。

憲法施行後
初の総選挙

24日（1984年）

正式名称『Macintosh』。
アメリカのアップル社が
発売。売れ行きは好調
で、1984年5月3日まで
に72,000台に達した。

Mac 発売

29日（1886年）
世界初の
ガソリン自動車

30日（1970年）
市内 1通話
3分制が実施

31日（1978年）
日本初の
五つ子誕生

27日（1870年）

明治政府が太政官布告
第57号の「商船規則」に
より、日の丸の旗を国旗
と制定した。

日の丸の旗が
国旗に制定

28日（1871年）

横浜で日本最初の日刊
新聞「横浜毎日新聞」が
創刊される。船来用紙に
1枚刷りで印刷。

日本初の
日刊新聞創刊

1月（睦月・January）

(８)  マスコミ通信　mass communication report




